新人弓道基礎講習会

～競技上のルールについて～
１弓道の規則とは

○大会要項
　○弓道競技申し合わせ事項について（全国高体連弓道専門部）
　○全国高体連弓道競技規則
２・ルール違反
○審判から注意をうける→場合によっては失格
○試合の流れが止まる→迷惑

　☆ルールを理解して守ることが大切→まずはルールを知ることが必要

３・弓道競技申し合わせ事項
②選手の服装等について
　　○腕などへの書き込み
→「弓手押す」「大三手内確認」など射のヒントとなることは書いてはいけない

→肩から弓手まで直線を引いていた生徒もいたがこれもダメ
　　○弓道衣の袖
→暑いからといって袖を　　　　　　　　　　　、折り曲げたりしてはいけない
○髪
→髪が　　　　　　　　　場合は
→髪が　　　　　　　　　場合は
…会で矢に髪が触れないような工夫

　　　　…ヘアピンは華美でないもので必要最低限に
④応援について
○相手チームに迷惑となる応援はしてはいけない
○相手を侮辱する応援はしてはいけない→　　　　　なのに「よし」または拍手
○フラッシュ撮影禁止
⑤第３控・第２控・入退場における選手・監督の心得
○第３控・第２控
→自分の立にむけて集中するために静かな環境づくりにつとめる
→控えでおしゃべりはせず、特に他校の生徒に話しかけることなどは絶対にしない

→不必要な　　　　　　　　　・深呼吸・立ち歩き・大きな声での挨拶・返事もしない
○入場
→チームへの　　　　　　　はしてはいけない
○退場
→退場口付近での対戦相手へのあいさつは射場で弓を引いている選手が迷惑

　するならば離れた場所でする
○足袋ぬらし

　　→足袋を濡らして滑り止めにすることは禁止

４・全国高体連　弓道競技規則
第 ４ 条　競技
○２射・４射を行射する時は取り矢を行う
　　○持ち矢を　　　　　　　　することができる
第 ７ 条　競技時間
→３人立の立射は予鈴　　　　分３０秒・本鈴　　　　分となる＝県内大会の制限時間

→自分のチームで弦切れなどの事故があったとしても時間　　　　　　　　　はしない

→個人や競射には時間制限はないが原則は　　　　　　　　　　　　　となる

第１３条　弓具
○矢摺籐
→矢摺籐に照準装置や　　　　　　　　　　な目印をつけない
→矢摺籐の長さは　　　　　　ｃｍ以上にしておく

　　○矢

→長さは多少長めにしておき引き込むことがないようにする

→大会本番はいつも以上に力み自分の予測以上に引き込むことも
→太さは　　　　　　　ｍｍ以上

→羽の長さ　　　　　　　ｃｍ～１５ｃｍ・羽の高さ　　　　　　ｍｍ以上
→本矧・末矧・筈巻があること
→羽のない巻藁矢は真っ直ぐにはとばないので的前では絶対引かない

→筈がかけそうなヒビはないかよく見ておき筈こぼれしないようにする
→筈ははめ込み式のものを使い、　　　　　　　や発光するものは使用してはいけない
→番えたときに筈が欠けたときは替矢と交換できる
→矢尻の先が摩擦でとれてしまうこともありそのまま引くと矢の破損にもつながる
→矢尻は　　　　　　　のものを使い、はめ込み式は使用してはいけない
→矢に引き込み位置等を示す　　　　　　　をつけることはしてはいけない
　　○弽
→必ず　　　　　　　　　・四つ弽・諸弽のいずれかを使う
→素手で引けたとしても大会において素手で引いてはいけない

→軍手もダメ
○補助具→　　　　　　　　　のみとする

○包帯・テーピング・キネシオテープ
→使用禁止ではないが最小限の使用にとどめる

→傷病等のため、手首の固定に使用する必要がある場合は事前に大会本部へ申請する
　　○サポーター
→色は　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　・ベージュのみ
○弽の紐　→紐は小さく結んでおく
○弽止め　→弽止めの使用は禁止となった

第１４条　服装
○道衣・袴・足袋
→道衣・袴・足袋は各校で統一した　　　　　　　　無地とする

→足袋を着用すること

→群馬県内の大会は制服または学校指定の体操着と白靴下でもよい
（ゴム底足袋は使用禁止）
　　○アンダー
→　　　　　　　　無地とする
→形は丸首・Ｖネックとする

→色は　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　としこれ以外は各校で統一する
→柄物・襟付き・ハイネック・各校で統一していない白・黒・紺以外の色は違反となる

○校名・校章・氏名
→弓道衣の　　　　　　　のみとする…国体の着装参考は
→校章などのマークは縦横　　　　　　　ｃｍ以内
→袴は　　　　　　　　に入れる
○はちまき
→大会中にしても問題はない

→はちまきの生地は　　　　　とし色の規定はない

→はちまきの長さは　　　　　までとして長すぎないように
→校名・校章・氏名・番号のみ刺繍や記入することができるが端にする
○胸当
→　　　　　　　　　のもので色の指定はないが白または黒が一般的

→はちまきとは違い校名･校章・などいれてはいけない

→校名・名前を書くときは　　　　　　　に書くこと
○装飾類
→　　　　　　　・ピアス・ミサンガ・ネックレス・指輪・腕時計など装身具類は禁止
→大会は弓を引くために場であり自分を着飾りアピールする場ではない

→たとえ弽や足袋、道衣で装身具類が見えなかったとしても付けてはいけない

第１５条　ゼッケン
○大きさ・材質
→横　　　　　ｃｍの縦　　　　ｃｍの規定があるので特に県外大会では注意

　　　　→材質は白の　　　　　…白の紙ではダメ

　　○交代
→県内大会で多いのだが選手交代したとしてもゼッケンは
→プログラムに載っている番号のゼッケンを大会の最初から最後までつける

○しっかり管理
→大会途中に控え室で紛失してしまい試合に出られなかったことも
○ゼッケンがない場合
→大会には出場できないがそのままにしておかない
→ないとわかったときにはなるべく早めに顧問の先生か本部に相談する
　　○付ける位置
→　　　　　　　　　　にゼッケンの左が袴の中心にくるようにつける
第１７条　応援
○　　　　　　　　と　　　　　　　　のみ

○　　　　　　　　の指示は禁止
→射技上の指示を応援席から声やジェスチャーでしてはいけない

第１８条　禁止事項
○弓具の共有
→学校に弓が少なく１つの弓を共同で使っている場合は同じ立ちにしない

→次の立であれば弓の共有ができるが弓を渡すことを第３控で招集係に伝えておく
　　○弓・矢の照準・目印
○入場時・射場内での

　→射場内にはいったら話をしてはいけない

○射場内での
→指示を受けても、指示を求めてもいけない

第１９条　無効
○もし無効となった場合はその矢のみ「はずれ」となりそれ以外の矢は有効
○　　　　　　　　　完了後に弦から筈が外れた矢は無効
→矢番え完了後とは矢を番え終えて右手を右腰に戻したとき
→右手を戻さずそのまま取懸け動作にはいった場合は矢番え完了とみなす

　　○引き直し

　　　　→会の収まりが悪いからといって大三に戻した場合はその矢は無効

　　　　→びくりで戻ってしまった場合は有効

○追い越し発射

　→追い越し発射が出た場合は　　　　　　　　　矢が無効

　→追い越された矢は有効
○時間切れ
　　→時間切れとなった矢は無効になる
　　→大会要項にもよるが個人を兼ねる団体は団体・個人ともにその矢は無効

　　→本鈴と同時発射の場合も
６・ぐんま武道館弓道場大会使用上の注意

○玄関に下足を置いたままにしない　　　○下足は各自持参したビニール袋にいれる

○射場での飲食禁止　　　　　　　　　　○控室でのゲームなどの禁止

○観客席最前列での場所取り禁止　　　　○射場周辺では静かに

○トイレのサンダルを揃える　　　　　　○ゴミは持ち帰る
７・終わりに
○今回この講習を受けた以上は知らなかったはもう通らない
○説明を聞いて理解できなかったことは今のうちにしっかり質問しておく

○ルールを理解できたなら決められたことはしっかり守る→周りに迷惑がかからない
○全員がルールを守れれば大会が円滑に→弓を引きやすい環境になっていく
